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業務改善報告 

上下水道事業所 



リアルタイム情報の共有化 
改善前の課題 

全体的な課題 

  市民からお問い合わせをいただいた場合、
担当に繋ぐまでや、担当不在の場合は問
合せ内容に回答するまでに時間を要して
いた。 

  ①市内事業者等からの水道水質に係る問合せ 

  ③市内上下水道発注工事に係る問合せ 

  ②台風や豪雨時の断水についての問い合わせ 

具体的な課題 



具体的な改善策（①・②について） 

水質及び断水についての問い合わせ 

   上下水道課内職員が直接データをやり
取りできる場所であるistorage（アイストレー
ジ）を活用し、その日の県からの受水量や
月毎の水質検査結果の最新情報をすぐ閲
覧できるよう整備した。 

   また、整備したデータの閲覧手順を課内
で周知した。 



アイストレージ内のデータ データのアクセス方法 



公開水質検査結果表 水道水受水・配水量管理様式 



具体的な改善策（③について） 

 市内上下水道発注工事に係る問合せ 

   特に迅速に対応すべき問合せであり、詳細な状況や工
程については工事担当者でないと回答できない。 

   工事担当者に繋ぐまでの時間の短縮や担当不在の場合
の現場対応を迅速にするために、天童市内の発注工事全
体及び詳細位置図を作成し、窓口に設置して問い合わせ
に備えた。（工事範囲・市担当者・受注者現場代理人・各直
通電話番号・工期等を表示） 

   各工事の詳細を知らない職員でも迅速に閲覧でき各市
担当者・現場代理人へ伝達するまでの時間短縮を実現し
た。 

    



市全体図に工事箇所を表記 

各工事箇所の詳細図 

及び各項目を明記 

各表示項目に変更があれ
ば各担当が随時更新する 



まとめ 

 日頃の業務と断水対応時に強く感じたことをきっ
かけに今回の課題に取り組んだ。 

 現在、各係からの参加型の取組であるため、取り
まとめを行う者がいないと機能しなくなる可能性が
ある。そのため、本格利用の際はシステムや運用
基準、管理担当職員の選定基準等の整備が必要
となってくる。 

 常に最新のデータを反映するためデータの破損防
止等の取扱に各個人が注意しなければならない。 


